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秋の党勢拡大運動を成功させよう|
11月 。12月 党勢拡大運動が始

まりました。 「含流」PD3題で機関紙

諭は大きな痛手を負しヽましたが、党

各級機関や党員の書闘、支援者のご

協力により踏みとどまつてきました。

自民党と1日統一教会のつながりを特

集した 『月刊 社 会民主』10月 号

が反響を呼ばなど、拡大の気運も生

まれています。来年4月 には統一自

治体選挙が実施されますが、一体の

取り組みとして成果をあげましょう。

全国連合機関紙局「分局長通信」抜粋
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11/26 市民と立憲野党の合同

宣伝でマイクを持つ宮田代表

党県連含活動 日誌
11/8 金 剛山歌劇団公演 (倉敷)

11/9  市 民と野党の打台せ (武本)

11/11 党 宣伝カー (高梁 ・総社)

11/12 岡 山市平和推進協 ・備前資料館視察

11/16・ 17・ 18 党 宣伝カー (岡山 ・東部)

11/20 さ よなら原発総会
',  岡 山市平不B推進協運営委 (耐本)

11/22 党 定例街宣 マ ツキヨ前

11/24 党 宣伝カー (倉敷)

11/26 市 民と立憲野党の台同宣伝 マ ツキヨ前

頬 簾 盤 盆
新 報 鋼 山胸
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市北区辰巳22-103 Tel.086-242-斑
れる民主主義3)L03-3553-37331部〒168円 口月720円

,10 発行責任者 武本恒夫
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200グラム1000円

社民党サポーター募集中

年会費1000円 オンライン申し込み→

httpsi//sdp.or.jp/sdpsupporter/

12/4 13:30

平和交流会

県立図書館シアター

12/1(本 )13:30

高梁 ・佐与谷川産廃訴訟

高裁岡山支部判決

12/24(上 )16:00マ ツキヨ

市民と立憲野党台同宣伝

12/28(水 )13:30マ ツキヨ

社民党定例街宣


